
1998年 出土の木簡

6  5 2  1３
　
発
掘
機
関
　
　
頸
城
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
秦
　
繁
治

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
荘
園
関
連
施
設
跡

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
ｔ

一
〇
世
紀
後
半
、　
一
四
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

榎
井
Ａ
遺
跡
は
、
高
田
平
野
の
中
心
部
か
ら
や
や
北
寄
り
に
あ

っ
て
、
古
保
倉
川
の
自
然
堤
防
上
、
標
高
四

・
五
ｍ
付
近
に
位
置

し
、
北
の
日
本
海

岸

ま

で

は

一
・

五
航
を
測
り
、
現

況
は
水
田
と
畑
地

で
あ
る
。

本
遺
跡
は
、　
一

つ

九
人

一
年
に
県
教

柿

育
委
員
会
が
行
な

く

っ
た
遺
跡
詳
細
分

新
潟
。榎
井
Ａ
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
中
頸
城
郡
頸
城
村
大
字
榎
井
字
塚
田

・
寺
屋
敷

調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
１
七
月

布
調
査
に
よ
っ
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
本
遺
跡
が
、
県
営
高
生
産
性
大
区
画
回
場
整
備
事
業
区
内
に
含
ま
れ
る

の
に
伴
い
、
頸
城
村
教
育
委
員
会
で
は
、
記
録
保
存
を
目
的
と
し
た
緊
急
発
掘

調
査
を

一
九
九
二
年
か
ら
実
施
し
た
。
遺
跡
全
体
の
発
掘
調
査
面
積
は
、　
三
ハ

六
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
性
格
と
主
な
時
代
は
、
人
世
紀
後
半
の
集
落
を

中
心
と
し
て
、
九
世
紀
前
半

。
九
世
紀
後
半
１

一
〇
世
紀
前
半

・
一
〇
世
紀
後

半
の
集
落

・
荘
園
関
連
施
設
で
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
七
年
度
調
査
区
の
四
九
号
井
戸
と
六

一
号
井
戸
か
ら
出
土
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し
た
。
四
九
号
井
戸
は
二

・
七
ｍ
×
二

。
人
ｍ
の
隅
九
方
形
で
、
深
さ

一
・

八
ｍ
の
掘
形
の
中
央
に
、
内
法
約
○

。
九
ｍ
の
横
板
組
の
井
戸
枠
を
据
え
て
い

る
。
横
板
の
外
側
に
は
矢
板
を
打
ち
込
ん
で
い
る
が
、
西
側
の
矢
板
は
木
簡
を

再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
打
ち
込
む
際
に
は
木
簡
の
上
部
を
下
に
し
て
い
た
。

井
戸
枠
内
外
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
井
戸
は
人
世
紀
後
半
に
構

築
さ
れ
、
概
ね
人
世
紀
末
よ
り
下
ら
な
い
時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

四
九
号
井
戸

ω
　

。
「
以
四
月
五
日
御
田
Ｆ可
〔酔
駕
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　

□

寡

栢
伍
拾
壱
人
部
野

妬

≧

　

　

　

日

□

塩
梶
粋
装
束
茶
棚
腫
欲
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

　

口
口

日
――
□
士
□

ま
￥
畢
□
□

ま
た
そ
こ
に
含
ま
れ
る
土
師
器
杯
底
部
外
面

・
須
恵
器
無
台
杯
体
部
外
面
に

「北
舘
」
、
そ
の
近
辺
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
有
台
杯
底
部
に

「庄
」
な
ど
の

墨
書
が
あ
り
、
名
称
は
不
明
だ
が
荘
園
の
庄
所
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
中

心
遺
構
が
北
側
の
未
調
査
の
畑
に
広
が
る
と
推
定
さ
れ
る
。

六

一
号
井
戸
は
三

・
四
五
ｍ
×
二

・
八
二
ｍ
の
平
面
形
を
写
し
、
深
さ

一
・

四
四
ｍ
の
素
掘
り
井
戸
。
木
簡
は
や
は
り
矢
板
に
転
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。
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1998年 出上の木簡

六
一
号
井
戸

②
　
　
福
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐり蒙
］反
ト
ロ

い
木
簡
は
三
点
の
断
簡
で
あ
る
が
、
も
と
は
同

一
の
個
体
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
第

一
断
簡

（表
右
側
）
の
左
に
若
子
の
欠
落
部
を
挟
ん
で
第
二
断
簡

（同
中
間
）
が
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
左
に
第
三
断
簡

（同
左
側
）
が
接
続
す

る
。
木
簡
の
上
端
部
に
折
損
な
ど
は
な
い
が
、
下
端
部
は
腐
朽
し
欠
失
し
て
お

り
、
最
大
長
は
第
三
断
簡
の
五
人
三
ｍｍ
。
幅
は
上
端
部
で

一
五
〇
ｍｍ
、
中
間
の

最
大
値
で

一
五
六
ｍｍ
残
る
が
、
本
来
は
も
う
少
し
広
か
っ
た
。
厚
さ
は
左
端

五
ｍｍ
、
右
端
三
硼
、
中
程
人
ｍｍ
で
、
中
程
が
厚
く
左
右
が
薄
い
形
態
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
、
表

一
行
日
の

「御
田
」
は
、
伴
出
し
た

「庄
」
や

「北

舘
」
の
墨
書
土
器
と
関
連
し
て
、
奈
良
時
代
の
初
期
荘
園
の
水
田
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
四
月
五
日
を
以
て
行
な
わ
れ
る
庄
田
の

「阿
桜
夫

（あ
さ
く
ら
の

ふ
）」
と
い
う
役
夫
に
つ
い
て
、
二
行
日
に
は
そ
れ
が
合
わ
せ
て
九
五

一
人
に

及
ぶ
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
大
規
模
な
動
員
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
い
で

「子
甥
」
「縄
手
」
「子
万
呂
」
「長
人
」
な
ど
の
人
名
が
横
に
列
挙
さ
れ
、
お

よ
そ
二
行
分
を
空
け
て
、
「塩
梶
料

（よ
な
ぎ
）
装
束
茶

（あ
か
ざ
）
棚
板
」
な

ど
の
物
品
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
物
品
の
確
か
な
意
味
や
類
例
を
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
が

「阿
桜
夫
」
と
い
か
に
関
わ
る
の
か
も
明
ら
か
で

な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四
月
五
日
の
農
事
に
お
け
る
役
夫
動
員
の
大
規
模
さ
は
、
従
来
に
な
い
記
録

で
あ

っ
て
、
郡
や
国
規
模
の
行
政
権
力
の
関
与
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
本
遺
跡
は
東
大
寺
領
丈
部
庄
あ
る
い
は
西
大
寺
領
佐
味
庄
と
推
定

さ
れ
る
富
山
県
入
善
町
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
な
ど
と
並
ぶ
、
最
北
辺
の
北
陸
荘

園
遺
跡
で
あ
り
、
か
つ
八
世
紀
後
半
―
末
の
時
期
に
該
当
す
る
の
で
、
そ
れ
ら

よ
り
古
い
起
源
を
も
ち
、
九
世
紀
に
な
お
同
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
表
面
下
部
の
判
読
で
き
な
い
文
字
の
方
向
は
、
上
の
文
字
と
は
天
地
逆
で

あ
る
。

一
方
裏
面
の
内
容
は
、
米
な
ど
の
支
給
の
覚
え
か
と
み
ら
れ
る
が
、
今
は
不

明
と
言
う
ほ
か
な
い
。

②
も
木
簡
を
矢
板
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

頸
城
村
教
育
委
員
会

『榎
井
Ａ
遺
跡
』
盆

九
九
八
年
）

小
林
昌
二

「
『御
田
の
阿
櫻
夫
』
九
五

一
人
」
３
日
本
歴
史
』
六
一
八
　
一
九

九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
１
７
秦

繁
治
、
８
小
林
昌
三
）




